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特集

公共工事の品質確保に公共工事の品質確保に
向けた取組向けた取組
～働き方改革と担い手確保の推進に向けて～～働き方改革と担い手確保の推進に向けて～
【特集の趣旨】

公共工事の入札等においては、かつて、談合や過度の低

価格受注（ダンピング）などの問題が生じ、価格競争を原

則とした入札の限界が指摘されてきました。それらを背景

として平成17年に「公共工事の品質確保の促進に関する法

律（品確法）」が成立しました。その後、平成26年に将来に

わたる公共工事の品質確保と中長期的な担い手の育成・確

保を目的にいわゆる「担い手３法」（「品確法」、「入契法」、「建

業法」）の一体的な改正が行われました。

さらに令和元年にも「担い手３法」が改正され、適正な

工期の設定、施工時期の平準化等、建設業における働き方

改革の促進を通じて、将来における担い手確保につながる

施策が進められています。また、新型コロナウイルス感染

症発生を契機とし、公共工事の現場において非接触・リモー

ト型の働き方への転換が進んでおり、アフターコロナにお

いてもこのような働き方の環境構築を加速することが喫緊

の課題となっています。さらに令和６年４月から建設業に

おいても労働基準法における時間外労働の上限規制が適用

され、また同年６月には「担い手３法」が改正され、現場の担

い手確保に向けた対策を強化することが急務になっています。

今号の特集では「品確法」の改正について概説するとと

もに、国土交通省における働き方改革の実現に向けた取組、

地方整備局、地方公共団体で積極的に取り組んでいる建設

現場における働き方改革や建設産業の担い手確保・育成等

について紹介します。

　特集担当編集委員　　古川  慎治
（国土交通省 大臣官房 技術調査課 技術企画官） 

AR技術を活用した若手技術者教育及び施工イメージ
の共有（本号Ｐ15 〜 17「鹿児島３号美原橋における
多面的なDX技術の活用」より）
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